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中性子非弾性散乱の実験で見出されている常磁性領域における集団モー- ド

がどのような条件の下や見出されるか.を調べる｡ 転移点近傍ではいまだ短距

離秩序か十分 よく残っ:{おりそのCorrelationrangeはかなり大 きい ?

即ちBr粥g"pOintからわずかにずれた程度の波数をもつ長波長モードは

短波長のモー ドに くらぺ て十分長い滅衰時間をもっ｡従ってCorrelat~ion

range に くらぺて十分短い波長の集団モー ドは減衰は大きくても存在の可

能性かある｡

それがどの ような固有振歯数をもつモー ドであるか,､その減衰常数はどの

程度かに関しては既に多くの研究かなされてい る1)

仕事は先ず吸収曲線たぉいて中心･(a)- 0)以外にPEAK かあ らわれ･る･

条件を求める｡復業帯磁率の実根を定率ただけでi･声PEAK●となるかどうか

はわからないし,虚部を調べただけでも吸収線型を仮定しない限 り相対的な

関係がわかるにすぎないO従って実部と鹿部の間にどのような関係かあれば

よいかを先ず しらぺる｡

今吸収曲線間数を､

-Ⅰ(a) - Re〔(ia)+γ〔W〕)~1 )

とおく γ(a)]-Rや)･-il(a)).で廃線はなあr'かであるとす るroRi･Jは
夫々γの実虚部を-与走る: Q

着眼点は Ⅰ(a))の伽に関する一階微分よ･O,PEAK の位置を定め二階微分

でPEAX .を送別することにある｡

∂Ⅰ(a))/地声0●より

〔(α一l)2 -R'之〕RJ :･･'2(むT,I)(1-I′)A-0 ---------一一〔Aj
∂2＼Ⅰ(a)/∂aP<0 (∂Ⅰ(a))/弛-o)より

〔(a,)-I)2十が 〕R奉-2〔(ト Z)2線 ′2〕 十2RI,/I(a)-I)<o

_JこゝでダッVユはQ)微分をあらわす.この 2つの式で出現様件を定める一意

性は全 くないし又減衰か大きく隠れている集団モードを予告す るわけにはゆ
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かない｡

一般にγ〔W)の表式を求めることは今の所出来ていないので上記の 〔jg
〔B〕の条件をより具体化する為にr〔伽〕の時間的変化かガウス補数的で
あると仮定しようO これはGreen 関数法で富田 2)が導入 した所法に精神に

おいて同じものかある｡

γ〔aJ〕- a2 XFourierTransform of exp(0･5tPt2)
これを求いて条件 〔A), 〔B)を調べてみると次表のように分類される

a2/げ 0 .(4-2序)(4-7r)-.1 .(4十2席)(4-7E)-.1
PEAf¢)敬 l l l

γ〔W〕の中に含まれている係数 a 2 , b.之 は夫々2次モーメン ト,4次
モーメン トを用いれば具体的に書き下せる｡それによって強磁性体と反強磁

性体とではいずれが観測しやすいか｡ どの程度の波数ならばよいか｡結晶

進による違いはどうか等を論ずることが出来る｡
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